
 

 

 

 

 

 

  

１０月１９日（土）に本校の創立１５０周年記念式典が開催されま

した。花巻市長上田東一様並びに花巻市教育委員会教育長佐藤勝様

をはじめ、多くのご来賓の皆様、そして保護者の皆様にご隣席を賜

り、大きな節目を盛大にお祝いすることができました。この日のため

に、打ち合わせを何度も重ね、袋詰め作業等の事前準備、当日の接待

や後片付け等を精力的に行ってくださった式典実行委員会の皆様

に、心より御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

式典では、神楽クラブ１６名の子が、勇壮に「膳舞」を披露し、オープニングを見事に飾りま

した。上田市長さん、佐藤教育長さんからも、祝辞の中で賛辞のお言葉をいただきました。 

実行委員会藤田会長の式辞では「ＰＴＡとして、学校と家庭、そして地域との連携をより一層

強化し、子どもたちの成長を見守り、新たな歴史を創り上げていく。」というお話がございまし

た。校長の挨拶では「スローガン『つながる想い みんなで１５０（いこう） 希望の未来』の

ように、これまで伝統を築き上げてきた先生方や先輩方の学校への深い想いを受け継ぎ、みんな

で協働し、どんな困難なことも乗り越え、人を思いやる心をずっと大切にし、希望の未来に向か

って力強く進んで参ります。」というお話をいたしました。上田市長様の祝辞では「１５０周年

という節目の年に、新堀小学校に在籍していることを誇りに思ってください。そして、素晴らし

い先輩方を目標としながら、受け取った伝統のバトンをしっかりと守り、次へとつなげてくださ

い。期待しています。」と、佐藤教育長様の祝辞では「１５１年目からの新しい新堀小学校の歴

史を作るのはみなさんです。先輩方につづいて、皆さんももっと楽しくしっかり学び合えるため

の工夫を重ね、学校生活をより豊かにするとともに自分自身を高めていってほしいと思います。」

と力強いエールをいただきました。 

式典では、歴代の校長先生方、歴代のＰＴＡ会長さん方、教育活動を支えてくださっている地

域の方々に感謝状を贈呈いたしました。代表者以外の方には、６年生児童が心を込めて感謝状を

贈呈しました。また、藤田会長さんから記念品として校名の入ったボールペンが、代表の佐藤公

志朗さんに贈呈されました。最後は、校歌で締めくくられ、式典の部の幕が閉じました。 

式典後、佐藤教育長さんから「子どもたちの態度がとても立派

だった。」とお褒めの言葉をいただきました。また、ご来賓の方か

らは、「子どもたちの校歌の声の大きさにびっくりした。一人一人

の声がよく響いていた。」というお話もいただきました。全校を代

表して参加した４・５・６年生の児童は、自分たちの役割を立派

に果たすことができました。  

「ふるさとを愛し 思いやりの心をもち 目標に向かって粘り強く努力する子ども」 を目指して 
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児童発表のトップバッターは、１・２年生による「１５０歳お

めでとう！」でした。子どもたちは、おめでとうの気持ちを込

めて、１５０年前の様子を寸劇やフォークダンスで表現したり、

今年の新堀の様子をファンファーレバンドのパフォーマンスで

表現したりしました。最後は、歌「青い空に絵をかこう」で、自

分たちの意気込みを伝えました。おもしろい場面がたくさんあ

り、笑いに包まれた発表でした。 

 ３・４年生は、「響け 心のハーモニー」をテーマに、前半

は、総合や社会科の学習で学んだことを紹介しました。３年生

は、金属をリサイクルしているコードーさん、食堂の一善さん、

観音寺さんを見学し、分かったことや質問して教えていただいた

こと等を伝えました。４年生は、クリーンセンターでの見学、認

知症講座、防災教室等を通して考えた「自分たちができること」

「自分たちがやらなければいけないこと」を発表しました。後半は、市音楽発表会でも演奏し

た合奏「朝のいい気分」と合奏「虹色のハーモニー」を堂々と披露しました。 

 ５・６年生は、「わが町バンザイ～新堀２０３４～」と題

して、「こうなっていたらいいな」と思う１０年後の新堀の

様子を発表しました。５年生は地元で活躍する方にスポット

を当てて、そして６年生は谷村貞治さんがつくった新興製作

所や新しくできた動物保護施設にスポットを当てて、どんな

思いで活動や仕事をしているのかを紹介しました。１０年後

の新堀は、素敵な方々が新堀を盛り上げていて、希望が広が

り輝いている・・・そんな様子を想像することができました。 

 児童発表の最後は、全校合唱「地球星歌」でした。平和への願いを込めて、６６名全員が心

を一つにして歌いました。 

 児童数６６名は、１５０年の歴史の中で、最も少ない人数と思われます。しかしながら、一

人一人が自分の目標に向かってがんばり、いきいきと学校生活を送っています。児童発表をご

覧いただいて、今の新堀小学校の活気や勢いを感じていただけたのであれば幸いです。これか

らも、ＰＴＡの皆様や地域の方々に支えていただきながら、希望の未来へ向かって力強く進ん

で参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


